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 ほんにかえるプロジェクトは 2015年 9月 30日に設立され、おかげさまで 6年

目になります。そしてわたし汪楠も出所して 7 年目になりました。ここまでやっ

てこられたのは支援者を始め、皆様のご理解とご協力があってのことで、心から

感謝を申し上げます。 

 ほんにかえるプロジェクトは受刑者の更生を支援する団体です。そして当初か

ら発起人である汪楠を更生させる対象の第 1 号としていました。いろいろとあり

ましたが、逮捕されることなく、7年間も社会にいることは個人的にも初めてのこ

とで、感無量です。 

 さてそんな私ですが、このたび本を出版しました。彩図社から「怒羅権と私」

というタイトルで出しました。ネットの書き込みを見る限りでは賛否両論のよう

で、一部から批判されているのも事実です。今回はかえるのうたの紙面を借り、

世間で知られている汪楠の姿を会員の皆様にも公開したいと思います。 

 すでに「我的童年」というタイトルで私の生い立ちを書いた手記というか、小

冊子をスタッフと手製し、一冊 500 円で販売しています。お買い上げになった会

員もいらっしゃるのでご存じと思いますが、「怒羅権と私」の前半はその獄中に書

いた手記を基にしています。もちろん在監中は更生も考えていなかったし、出版

も当然考えていませんでした。それでも13年の実刑を務めるにあたり、自分でも

何らかの変化をするのであろうと考え、その記録を残す意味で自分の過去を書き

始めました。そして全国紙から取材を受け、犯あらも連載を依頼され、罪の手口

を記事にして書いているうちに市民団体から連載を依頼され、6 年間の連載で見

知らぬ方からも支援を受けるようになりました。その支援者にあてた手紙も有志

によりパソコンで入力され、出所と同時に約40万字の自分の手記が出来上がって

いました。 

 生い立ちを書くことによって自分の過去に向き合うことができ、支援者との文

通で社会と接点ができ、出所後も孤立することはありませんでした。これが原体

験としてほんにかえるプロジェクトを設立する動機の一つにもなりました。 

 ここからは本を紹介し、この原体験を共有出来たら幸いです。 

汪楠特集号 
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目次 
はじめに 

第1章 医者の子から犯罪者の子に 

  インテリ一族に生まれて 

  私が育った環境 

 小学生時代 

 文化大革命の影響 

 父の思い出 

 文化大革命の抗争に巻き込まれる 

 医者の子から犯罪者の子に 

  ガキ大将のなり方 

第2章 怒羅権誕生 

 日本へ 

  壮絶な差別 

 家出と仲間との出会い 

  いじめと怒羅権の誕生 

 最初期の怒羅権には 

名前がなかった 

 変わり始める怒羅権 

 初めて人を刺した日 

 空腹と暴力 

  包丁軍団と呼ばれた理由 

  怒羅権に与する者と与しない者 

第3章 荒れ狂う怒羅権 

  ターニングポイント 

 怒羅権伝説の誕生 

 拡大する怒羅権 

 ヤクザと怒羅権の関係 

 ヤクザの腕を日本刀で切り落とす 

  少年院 現実が見えていない大人達 

  出所、再びヤクザに 

 組織としての怒羅権 

  怒羅権のシノギ 

  ピッキング名人 

 風俗経営 

 蛇頭との関わり 

 犯罪の心得 

 部下の福利厚生 

 逮捕された日 

第4章 自らの罪と向き合う 

  石井弁護士との再会 

 私の中にも阿Qはいます 

 警察の知られざる顔 

  予想外の求刑と判決 

  

  なぜいじめは生まれるのか 

  刑務所の生態系 

  ペニスに玉を入れる者たち 

  刑務官とヤクザの癒着 

  中国人として服役するということ 

出所に怯える受刑者たち   

支援者との絆   

反省について犯罪者が思うこと  

刑務所の中から見た怒羅権  

 時代を越えて 

第5章 出所後の道 
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  名古屋入管への移送 

  まっとうになりたい 

  犯罪者の更生支援 

怒羅権をどのように 

変化させるべきか 

日本への怒りは今 

  おわりに 

 

 

目次はこんな感じです。もともとは

本を出すにあたり、一冊目は中国残留

孤児の話から始め、もと朝日新聞の記

者に政治的なものを含めて真面目に書

いてもらう戦略でした。これを名刺代

わりに使えるといわれていました。そ

して2冊目は皆様におなじみの実話ナ

ックルズのタッチで武勇伝的なものを

書く予定でした。それがコロナなどの

諸事情で予定がずれ、1冊目の編集が

遅れ、二冊目の作業がどんどん進んで

しまった。さらにチャラく書く予定の

彩図社の編集長草下シンヤさんはワン

さんの話をチャラいタッチで描くのは

もったいないような話になり、構成の

神里純平さんと進めていた作業に執筆

協力として小神野真弘さんも参加され

ることになりました。事実上の編集ス

タッフの増員である。そして出来上が

ったのはこの本である。 

◆ 以下はAmazonからの引用 

 

著者について 

1972年中国吉林省長春市生まれ。 

エリート家系に生まれるも文化大革

命の影響を受け、少年時代に犯罪集団

の襲撃を受けるなどして育つ。 

14 歳の誕生日に日本に渡り、以後、

日本での生活を送ることになる。通学

する葛西中学校には多くの中国残留孤

児2世がいたが、どの家庭も貧困や差

別に苦しんでおり、いじめに遭う者も

多かった。 

残留孤児2世に対する激しいいじめ

に抵抗するために、自然発生的に集団

化していったのが怒羅権だった。汪楠

は創設期の怒羅権のメンバーである。 

後に、暴力団に属し、さまざまな犯罪

行為を行うが、2000 年に詐欺罪など

によって逮捕。13年の実刑判決を受け、

岐阜刑務所で服役生活を送る。 

2014 年に出所。犯罪の世界には戻

らないことを心に決めて、2015 年に

は全国の受刑者に希望の本を差し入れ

する「ほんにかえるプロジェクト」を

立ち上げる。現在も自分が犯した罪や

怒羅権と社会の在り方などに向き合い

ながら活動を続けている。 
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◆ 以下はAmazonのレビュー 

☆が高評価 

 

レビュー① ☆ 

まず初めに、この本のネタには善良

な一般人や法人の被害者も含まれてい

るようです。Kindle のロイヤリティや

出版本の印税の扱いがはっきりするま

で買うべきではないと思います。 

実際本は買ってませんが、Yahoo ト

ップニュース経由で文春オンラインの

記事13ページ全て読みました。 

最低な物(人扱いしたくないので者と

表現しません)ですね。 

ヤクザ相手の暴力や強盗はどーでも

いいですが、この物に脅された鍵屋さ

んなどは一生もののトラウマを植え付

けられたでしょうし、一般企業に対す

る窃盗など、きちんと本人達に面と向

かっての謝罪および弁済をし許しをい

ただいたのでしょうか? 

この本の印税やロイヤリティをこの

物が受け取らないことが明記されてい

れば購入することも問題ないと思いま

すが、「自身の犯罪経験」という「一般

人が真っ当に生きてきて、どんなに工

夫や努力をしても得ることのできない

ネタ」で利益を享受させるのは社会通

念上間違っていると思います。 

レビュー② ☆ 

不当な扱いを受けたから犯罪に至る 

ようなことを美談、あるいは正当化

するような内容でした 

ただただ不愉快 

 

レビュー③ ☆☆☆ 

「半生」であって「反省」ではない 

Amazonで購入 

父親の事情で中国から日本へ騙され

るように移住したものの、飢えと孤独

からやがて中国残留孤児2世・3世を

集めて「怒羅権」を結成した中国人の

方の自伝です。 

まず前半のいかにして犯罪と暴力に

染まっていき最終的に 28 歳で逮捕さ

れるまでの経緯は(不謹慎ながら)非常

に面白かったのですが、収監されて刑

務所に入ってからは消化試合モード、

あとは日本批判です。13年も刑務所に

いたら浦島太郎だと思うのですが、娑

婆に出た後の社会復帰も描写は乏しい

です。 

また「書けない話」も沢山あったと

思うと非常に惜しいです。今は足を洗

って実名で活動してる以上は全てを明

かせなかったのではないのでしょうか。 

さて、タイトルが「私の怒りと悲し

みの半生」である事からも伺えますが、
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著者のスタンスとして「自分は加害者

というよりは被害者で、子供時代の悲

惨な経験からこうなった」というのが

あります。申し訳程度に謝罪や後悔の

言葉は出てくるけれど、全体的にはそ

の裏に隠れた自己正当化が読み取れて

しまいました。 

置かれた境遇に同情はしますし日本

を嫌いになるのも当然ですが、「日本に

連れてきた親父が悪い」「日本で虐めら

れてこうなった」「中国人だから差別さ

れてる」と全てを責任転嫁するような

姿勢には眉を顰めてしまいます。確か

に虐めや差別は決して許されませんが、

ここまでの犯罪者になったのは、作者

の跳ね返りもやや強すぎたように思い

ます。 

また自己評価の高さに鼻につきます。

実際にピッキングや組織マネージメン

トなど特定の分野での才能がある人だ

ったと思うのですが、モノホンのヤク

ザにマウントを取ったり、少年院の教

官を自分の方が女性経験人数や動かし

たお金が多いなどの理由で侮蔑して話

を聞かないところはいかにもです。 

少なくとも 10 億円以上の窃盗や強

盗をしてるのに「被害者には保険金が

下りるから…」みたいな感じで捉えた

り、「反省という言葉は安易に使わない」

と言って実際に大して反省してるよう

に見えなかったりと、なんかすごい人

です。母親が銃で人の顔面を弾いても

不問になったのを眼前で見ていた人だ

からでしょうか。 

この著者に関しては、とにかく思考

回路から行動原理に至るまで色々なレ

ベルで一般的な日本人とはかけ離れて

おり、文化や倫理観の異なる日本に強

制的に連れてこられたことが不幸の始

まりであったのは間違いないところだ

と思います。 

今は組織からは身を置いて活動され

ているようですが、残り半分の人生は

どうか安寧たる物になるように祈りま

す。 

 

レビュー④ ☆☆☆☆☆ 

面白い。オススメです。 

面白くて、一気に読んでしまいまし

た。 

イジメに遭っている同胞を助けるた

めに自衛を目的として立ち上がった者

達によって発祥したという動機は善。 

自衛による喧嘩や仕返しを繰り返すう

ちに、彼らは強くなっていった。 

ただ、“力”を得た時に、その力をど

う使うかで社会の中で善悪の評価が下

される。 
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得た力で人に迷惑の掛かる金の稼ぎ

方（犯罪）を行い、いつしか犯罪で金

を得る事が目的の集団になってしまっ

た事が残念です。 

“強さ＝弱い人や困っている人達を助

けるための強さ”であってほしい。 

彼らが置かれていた強い逆境の中で

は、キレイ事だけではやっていけなか

った部分があったとは思いますが、行

動力も頭の良さも持ち併せている人達

なのだから、被害者を出さない方法で

活躍して頂きたいと願います。 

 

レビュー⑤ ☆☆☆☆☆ 

ただの犯罪自慢ではなく、半生から得

られた知見が書かれている 

まず、著者は自らが犯した罪に対し

てこれ以上無いくらい真摯に向き合っ

ていると感じましたし、犯罪自慢をし

ているわけではありません。 

文春オンラインに著者が犯した犯罪

の内容として本書の一部が抜粋されて

出ていますが、恐らく記事にインパク

トを出すためであり、本書の内容の要

点はそこではありません。 

差別やいじめ、人間の根源的な欲

求、怒羅権が結成された経緯、服役中

に感じた不条理、自らが犯した罪に対

する向き合い方と後悔、個人ではどう

することもできない歴史や生い立ちな

ど、様々なことに対して著者の人生を

通して導き出された考え、問題提起が

書かれています。 

著者は良くも悪くも普通の人間が経

験することは無いような経験をたくさ

んされていますが、どんな人間も悪で

あろうとしているわけではなく、それ

ぞれの正義感を持ってただ必死に生き

ようともがいているだけであることが

分かります。 

これからさらにグローバル化や多様

化、そして人の孤立化が進み、日本に

も移民など多様な生い立ち、思想を持

った人が多くなることを考えると是非

読んでおきたい1冊だと思います。 

 

レビュー⑥ ☆ 

首を切り落そうとして骨にまで刃が

達したのが、たった１６年の実刑だけ

だったのが解らない 

首を切り落そうとして骨にまで刃が

達したのが、殺人罪（殺人未遂？）に

ならないのが、解らない 

それで、たった１６年の実刑だけだ

ったのが、解らない 

すみません、本は読んでない。本を

紹介する記事を幾つか読んだだけで

す、、、 
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レビュー⑦ ☆☆☆☆☆ 

異分子に対する日本社会の不条理さ 

何年か前に放送されたザ・ノンフィ

クションに出てた人の本ですね。その

番組自体が衝撃的で、印象に残ってい

たのでこちらも購入してみました。 

一読した感想は、本の帯に書いてあ

るとおり「絶句」です。 

中国残留孤児の引揚げ政策で日本で

暮らすことになった著者ですが、転入

先の中学校で差別にあったり、暴力に

直面したりして、同じ境遇の中国残留

孤児たちと怒羅権という暴走族をつく

っていきます。その暴走族はヤクザと

癒着するようになってギャングに変貌

し、凶悪犯罪を繰り返すようになりま

す。 

著者はかなり詳細に当時の中国残留

孤児たちが受けた差別や暴力、自分た

ちが行った犯罪などについて書いてい

るのですが、その書き方はまるで調書

みたいに淡々としていて、これが独自

の読み味を生んでいる。だってそんな

淡々とした書き方なのに内容は「首を

切り落とそうとしたけど、首の骨が意

外に固くて落とせなかった」とか「敵

対する暴走族を鎮圧したあと、土下座

させ、あばら骨を一本ずつ折って、橋

から川に落とした」とかめちゃくち

ゃ。この文体と内容のギャップに生々

しいリアリティがあって実に読ませま

す。 

ただ、肝心なのはそうした犯罪自

慢、不幸自慢が主題ではないというこ

とです。この本の主題は、異分子に対

する日本社会の不条理さ。 

怒羅権は、差別や同調圧力によって

日本に居場所がない孤児たちが生きる

ためにつくった組織なのだと著者はい

います。 

日本社会が彼らにした仕打ち、彼ら

が犯罪に走るようになった経緯、逮捕

されてからの支援者との交流で気付い

た絆の力、犯した罪を償うというのは

どういうことなのか、といったことに

ついて非常に冷徹に考察していて、こ

れは現在社会問題になっている在日外

国人の犯罪者化について考えるための

ヒントや気づきを与えてくれるように

思います。つまり、２０２１年の現在

にこそ読まれるべき本だなと。 

正直なところ、日本という社会に生

きていて「寛容さ」のようなスローガ

ンに若干の空虚さを感じていたのです

が、なぜ自分がそのように感じるの

か、その手がかりが得られた気がしま

した。 

良書です。 
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レビュー⑧ ☆☆☆ 

星一つにしてこきおろしているみなさ

んへ 

アマゾンさんで購読してから酷評し

ましょう(笑) 

システム上購入しなくても酷評できま

すが、フツーに考えればわかると思う

んですけど(笑) 

だいたい、読んでもいないのにどう

やって評価すんですか(笑) 

営業妨害も甚だしい(笑) 

本題ですが、この本を読んでやはり

感じたのは、我々日本人にも責任があ

るということ。 

規律正しく足並みを揃えるところが

日本の良いところであり、世界に誇れ

るところですが、裏を返せば村社会で

あり、少数者は即、村八分にされると

いうことです。中学校や刑務所などの

狭い社会ではなおさら。 

この国の根底にある村社会、村八分

意識が怒羅権というモンスターを産ん

だのだと思いました。 

そして、著者は意図していないかも

しれませんが、この本の核心は、この

ような意識のままでは世界の潮流から

取り残されてしまうという、警告なの

だと感じました。 

星ふたつマイナスにしたのは、ひと

つは、自身の罪を環境のせいにしてい

るという印象が拭えなかったところ。 

外的要因はたしかにありますが、結局

は本人の資質と言わざるを得ません。 

その資質を強く感じた場面がいくつか

ありました。 

しかし反面、後半になると、著者も

血の通った聡明で誠実な人物であるこ

とがよくわかります。自身の罪に対し

ても、とことん考え、とことん向かい

合っているのがわかります。 

もうひとつのマイナスは、現在も怒

羅権と交流があるということ。それっ

てどうなのかな..と思いました。 

以上のふたつから、読み終えたときの

気持ちとしては、なんかモヤモヤが残

りました。 

著者の更生を信じます。 

再犯は、この本を購入した読者への裏

切りでもあります。 

汪楠氏の人生はこれから。 

彼の活動を温かい目で見守り、応援し

てあげましょう。 

追記 

まあ、でも、考えてみると、あの文春

オンラインの記事も一種の炎上商法で

すからね。 

叩かれるのは当然なわけで。 

私も、あのセンセーショナルな見出し
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を見なければこの人物に興味も沸かな

かったですし、この本を購入してみよ

うとも思わなかったです。 

おかげで「こんな世界があったの

か..」と知識が増えました(笑) 

それと、汪楠氏に対しては、アンチと

信者に分かれそうですねえ。そんな気

がします。 

 

レビュー⑨ ☆☆☆☆☆ 

強烈な語句のパラダイス 

刑務所での裏側や、そこで起こった

差別など考えされられるものが多く深

かったです。 

強烈なワードの数々からあっという

間に読み終わってしまいました。 

 

レビュー⑩ ☆☆ 

「被害者と私」 

どんなに奇麗ごとを言っても、言い

訳でしかない。大人の社会を甘く見な

いでほしい。差別を受け、虐待された

なら 

その当事者だけを＜やれば＞良い。

それ以上の犯罪行為を無関係な人たち

に向けたのだから、そうしたことの理

由を語るより＜謝罪＞だろう。著者が

友人と談笑しいる時、旨い料理を食べ

ている時も、被害者は当時のことを思

い出し＜途方に暮れ＞＜怒り＞＜苦し

んでいる＞かもしれないことを思うな

ら、誰に入れ知恵されたか知らないが

二度とこのような真似はしないでほし

い。最もこのような批判も＜想定内＞

かもしれないが、、、。＜一生償わなき

ゃいけないのか＞と反論されそうだ

が、＜誘惑に負けてこの手の本＞を出

した段階で、その反論も聞きたくな

い。この手の言い訳は＜閻魔大王＞の

前で語ってほしい。 

 

レビュー⑪ ☆☆☆☆☆ 

安易な犯罪自慢では無い 

最後まで読めば、著者の今もなお抱

える苦悩がダイレクトに伝わります 

イジメ、差別、犯罪…様々な事柄にお

ける「加害者」と「被害者」 

そのどちらの立場の人にも読んでも

らいたい内容です 

 

レビュー⑫ ☆ 

読む必要はない 

インターネットで手に入る客観的な

情報と違いはありません。 

ただ当事者がどのように感じ、どの

ように至ったかが記録されているにす

ぎません。 

事実を知りたいのであれば、自身で
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努力して情報を集めましょう。 

当事者の主観的な感情を知りたいの

であれば、この本を購入すればいいか

と思います。 

私が本に求めるものは娯楽では無

く、知識です。彼らの生き方から学ぶ

ものは無く、活かす内容もありませ

ん。 

 

レビュー⑬ ☆ 

日本から出ていけ 

鍵屋さんに何の落ち度があるのか？ 

かたぎの人間を苦しめた時点で 

こいつはダメ。 

日本から出ていけ！ 

 

レビュー⑭ ☆☆☆☆☆ 

刑務所内部の人間関係が興味深い 

在日中国人が作った半グレ集団「怒

羅権」の創設メンバーの半生を記した

本。著者は数々の犯罪を犯していて、

著者から精神的肉体的に苦痛を与えら

れた人は多いだろう。いくら刑期を終

えたとはいえ、それを正当化すること

はできないのは当然である。 

ただ、読み物としてはとても面白

い。どうやって狙った企業の金庫を開

ける方法なども興味深かった。 

私が一番、興味を持ったのは、刑務所

の中のことだ。刑務所の中にはヒエラ

ルキーがあり、ヤクザが頂点に立つ。   

ここまではなんとなくわかってい

た。ここに看守たちも組み込まれてい

るというのだが、どう組み込まれてい

るのかが、具体的に書かれているの

だ。 

こういうことは今までなかったので

はないか。 

TBSの報道特集などが刑務所の中

を取材することがあるが、刑務所の許

可を得て取材するから、看守自体を批

判することは難しいだろう。実際、そ

の部分に迫ったドキュメンタリーなど

は見たことがない。 

貴重な証言だとおもう。 

 

レビュー⑮ ☆☆☆☆☆ 

生きる意味 

読み終わり複雑な気持ちになった

し、知らなかった世界を知り、色んな

思いはあるが、この本に書かれている

事を軽々しくあれこれ言えないと思っ

た。 

物事には色んな角度から見なければ

見えて来ない事があるし、誰しも正し

い事を常に考えて行動してるわけでは

ないし、それぞれの生い立ちや立場、

国の歴史や文化などがある事を教えら
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れた。 

結局人は何を過去にしようと今を生

きなければいけないし、自分と対話し

学び自分の選択で自分にできる事をし

て前に進むしかないんだと思った。 

 

レビュー⑯ ☆ 

最悪 

懲役太郎と同じ系譜 

自分の悪行をネタにしてゼニ稼ぎ 

被害にあった人間に賠償する気も無い 

 

レビュー⑰ ☆ 

４９歳の少年へ 

親からの愛情に恵まれず、また日本

人社会でいじめに遭い、心に傷を負っ

て犯罪に走った少年の話。既に４９歳

だが、過去自分にやったことを全く反

省も後悔もしていない。ということ

は、また犯罪を犯す可能性が大だ。 

それでも、著者は数年前にやっと自

分の父親に対する怒りに気づいたとの

こと。これは大きな進歩だ。 

人は心に憎悪、特に親に対する憎悪

を持つと、良心が麻痺し、平気で犯罪

を犯してしまう。これを癒すには、ま

ずその憎悪を吐き出すことが肝心だ。  

カウンセリングを受けるもよし、筆

記療法でノートに父親に対する不満を

ぶちまけるもよし。 

そして、憎悪が解消すると、良心が

回復し、過去に犯した自分の罪を心か

ら後悔し、反省できるようになる。そ

うしないと、心は永遠に傷を負った少

年のままであり、死ぬまで犯罪を繰り

返すことになる（今や刑務所は高齢の

犯罪者で溢れた老人ホームだ）。 

どちらを選ぶかは、あなた次第だ

よ、汪さん！ 

 

レビュー⑱ ☆☆☆☆ 

一気に読めるほど面白い 

作者はかなり頭がよく、世の中の分

析についても的を射ている。 

風貌も悪人面しておらず、そんな人間

には見えない。 

差別を自覚する事が無ければ、一角

の人間にもっと早くなっていたと思

う。 

違う道に進む後輩を憂いているが、

失礼を承知で言えば、作者が現役の頃

の方が過激だったし悪さも多くしてい

た。今は横の繋がりも薄くなって、金

で揉める組織になり、マフィア化して

いる。 

更生するメンバーが、一人でも多くな

れば良いと思うし、作者もそれを望ん

でいる。 
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レビュー⑲ ☆ 

「日本」の惨憺たる現状 

併せて読むなら下記がオススメ 

●通訳捜査官―中国人犯罪者との闘い

2920日  坂東 忠信 (著) 

●在日特権と犯罪 坂東 忠信 (著) 

この様な凶悪外国人が平然とで犯罪

を告白し、息のかかった連中が政治家

になって中枢に入り込んでいるのが 

この国「日本」の惨憺たる現状 

「福岡一家惨殺事件」「埼玉熊谷の6

人惨殺事件」etc.外国人の犯罪は挙げ

たら切りがない そして、極めはコロ

ナ蔓延 もはや自民党では「日本」崩

壊の秒読みは止められない！ 

 

レビュー⑳ ☆☆☆☆☆ 

壮絶な人生垣間見…面白い本！１日で

読み切ってしまいました。80年代、

中国残留孤児ってメディアで取り上げ

られていたのは覚えてましたが、葛西

近辺の片隅で沢山の若い中国人の子達

がいじめにあい、辛い思いをしてたの

は知りませんでした。そこからの結

束、犯罪グループへと変化してくさ

ま、自然な流れとしか思えない展開で

した。長き刑期を経て、自ら含めの更

生支援をする汪さんのこれからと、彼

の文才…次回作に期待したいです！ 

レビュー㉑ ☆☆☆☆☆ 

いい本です 

 

レビュー㉒ ☆ 

加害者の戯言 

１０００悪いことしても１普通のこと

したら 

善人面出来て受け入れてもらえるんだ

からなぁ 

本当に犯罪者には楽な社会だ 

腕を切られたヤクザの報復が待ち遠し

いよ 

 

レビュー㉓ ☆☆☆☆☆ 

リアルな現実に衝撃 

日本人はこの真実を知るべきだと感

じます。 

 

レビュー㉔ ☆☆☆☆☆ 

やる事が半端ない 

チャイニーズ怒羅権は質が悪いと聞

いていたが…同情するところも多々有

りました。 

現在は真面目にされてるので頑張っ

てほしいと思います。 

 

レビュー㉕ ☆☆☆☆☆ 

内容は重いが、考えさせられる良書 

淡々とした文章ですごく読みやすい
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ですが、書いてある内容は壮絶で強烈

です。 

戦争を起因として、差別や貧困がこ

こまでの犯罪と苦しみを生むのかと思

うと胸が締め付けられます。本人が

「反省」という言葉は簡単には使えな

い、罪は清算できるものではなく、一

生向き合っていかなければならないと

本書に書いてます。この言葉の意味

は、とてつもなく重いものを背負って

これからの人生を過ごしていくのだろ

うなと感じました。 

 

レビュー㉖ ☆☆☆☆ 

もう１つの「大地の子」の物語 

1980年代以降、中国をルーツに持

つ『怒羅権』が暴れてまわった。当時

は暴走族等が乱立し喧嘩に明け暮れた

時代だ。 

『怒羅権』はそのルーツ故に外国人

はこわい、外国人は治安を悪化させる

等の偏見を持って語られて来た。この

偏見は今でも生きている。 

『怒羅権』が生まれた経緯は本書を

読んで欲しいのだが、日中戦争、敗

戦、文化大革命、田中角栄による日中

国交正常化と山崎豊子先生の「大地の

子」のような壮大なストーリーがそこ

にはあるのである。 

この本は『怒羅権』を題材としてい

るが、外国人労働者・外国人技能実習

生が大勢いる現代日本で考えされられ

る事は多い。 

日本語の教育支援などすぐにでもで

きることはあるはず。新型コロナの状

況で犯罪を起こしてしまう実習生のニ

ュースを見るたび心が痛む。 

 

レビュー㉗ ☆ 

犯罪手記 

ただの犯罪手記なのでは？ 

 

レビュー㉘ ☆☆☆☆☆ 

被害者の気持ち？んなの知るかよ 

素晴らしかった。この弱肉強食の世

の中を強く狡猾に生き抜くノウハウが

沢山詰まってる。「被害者の気持ちを

考えろ！賠償しろ！」と叫んでいる奴

が居るが知ったこっちゃない。 

被害者は加害者より弱いから被害に

遭った。自業自得でしかないし自己責

任だ。自分の能力不足を加害者に責任

転嫁するなよ醜いな。全ての不利益は

当人の能力不足。 

騙されようが奪われようが殺されよ

うが弱いのが悪い自己責任で片づけら

れる現代社会で勝ち抜く術を学べる良

書。 
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レビュー㉙ ☆☆☆☆☆ 

衝撃的だった 

ただの犯罪を扱った本ではなかっ

た。差別や貧しさと犯罪の関係性につ

いて考えらせられた。著者のワンナン

さんを応援する日本社会であってほし

いと思った。 

 

レビュー㉚ ☆☆☆☆ 

危機管理の参考に 

犯罪の種類を知り、それにどう対処

すべきかを考えさせられる本かと思い

ます。 

例えば路上で刃物で襲われた場合。 

相手の技量にもよりますが、本書にあ

るような得物の使い方をされると非常

に危ないです。 

実際に襲われた自分の友人達の話と

も通じるところがありました。 

他にも誘拐、詐欺、窃盗など、犯罪

に対する危機管理については、実際に

攻撃した側から書いているので、そこ

らの護身術とかの本よりよほど参考に

なるのではないでしょうか。 

 

レビュー㉛ ☆☆☆☆☆ 

深く考えさせられる本です。 

この手の書籍にありがちな軽い感じ

は一切ありませんでした。 

罪とはなんなのか差別とは何なのかを 

ひたすら考えさせられる本でした。 

 

レビュー㉜ ☆ 

胸くそ悪くなる 

チラッとYahoo!ニュースか何か

で、一部読みましたけど、犯罪の記録

的なもので胸くそ悪くなるばかりでし

たね。印税がこいつの懐に入るかと思

うと、胸くそ悪くなるばかり。 

 

レビュー㉝ ☆☆☆ 

半グレ資料と言うよりかはこれからの

日本について考えさせられる本 

作者さんは中国人系の血筋で差別を

受けてきたと言ってるんですがまあ全

然同情出来ないんですよね。自分達の

悪行を「自分達は差別されてるからし

ゃーない」というスタンスで正当化

し、若い頃からケンカは強いだの、ヤ

クザを物怖じせずに刀で切ってビビら

せただの、鍵屋さんを勝手に拉致監禁

して金庫破りの鍵破りの技術を身に着

け警察をも唸らせた。だの反省はして

いる?にせよ、少なくとも犯罪や行動

を武勇伝のように語ることは終始変わ

りません。 

というか差別云々にしても別に作者

は平和に暮らしていた所を日本人に襲
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撃されたとかならいざしらず、子供の

頃から悪行の限りを尽くしており、病

院で自分達を治してくれている日本人

も見下す始末。 

勿論彼のエピソードからわかるよう

な日本の同調圧力、アジアの中で一、

ニを争う裕福な国であるが故の多民族

見下し、国内の少数派への無関心、思

慮の無さなどは確かに辛かったろうな

と同情した矢先に息をはくようにまた

犯罪です。 

普通に暮らしている在日中国人、二

世、三世の方が肩身が狭くなりそうな

くらい「中国人」だからだの「差別を

受けた」というのを終始盾にして犯罪

を正当化してきます 

(朝鮮系ヤクザの方の本も同じよう

な理論を使うのが面白い所です笑) 

今は犯罪から手を引けるように法人を

やっているそうですがこれでは… 

何度も犯罪を犯しているにも関わらず

少年法に守られてすぐに出所し、反省

せず犯罪のエキスパートになっていく  

彼を見て、どうして少年法なんてあ

るんだろう、どうして彼は30年だの

刑務所に入るべき人間なのに、こんな

に呑気にシャバで暮らせているのだろ

うという日本司法への疑問  

こんな奴がいるのに日本は移民を入れ

続けて果たして大丈夫なんだろうかと

か 

この本は中華系半グレがどのように

なっているのかというのを調べる本と

いうよりは日本の社会のこれからのあ

り方を考えされられるような本だと思

いました。更に言うなら移民反対派の

方に良い資料だなとも思いました 

 

レビュー㉞ ☆☆☆☆ 

在日の人しか共鳴出来ない描写が多

い。 

私も同じ在日の人ですから、作者が

書いている内容は在日の人でしか共鳴

出来ない描写が多い気がします。た

だ、差別があったという理由で、怒羅

権を立ち上げて、本で「怒羅権は今み

たいな犯罪組織になると思わなかっ

た、今は解散すべきだ」という事を作

者が言っているですけど、怒羅権設立

時に、お前と怒羅権を立ち上げ時のメ

ンバーも含めて、皆犯罪行為してたじ

ゃ無いかよ。成り行きで今みたいな犯

罪団体になることは当時でも十分想像

出来る筈です。 

 

レビュー㉟ ☆ 

不快 

暴力を正当とする内容に吐き気を催す 
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レビュー㊱ ☆☆☆☆☆ 

迫力がある 

文章は淡々としています。ですが、

やっていることが凄いので、その淡々

とした感じが迫力を生んでいます。

「話を盛る」のとは逆で、実際はもっ

とやばいんだけど、さすがに全部は書

けないので抑えてるんだな、というよ

うな印象を受けます。犯罪系のノンフ

ィクションを好きな人なら、読んで損

しないと思います。 

 

レビュー㊲ ☆☆☆☆☆ 

日本人だが共感した 

自分も日本の学校に馴染めず、社会

に馴染めず馬鹿にされたり無視された

経験が強く共感できる点が多かった。 

 

レビュー㊳ ☆☆☆☆☆ 

少し残酷ですが、面白かった。 

共感できる面もあった。ノウハウが役

に立った。少し残酷な場面もあった。 

 

レビュー㊴ ☆☆☆☆☆ 

絶句 

私もイジメをつい最近まで受けてい

ました。イジメや差別は人の人生を変

えてしまいます。なんの生産性もあり

ません。心療内科にも通院しながら家

族を養っております。作者には、大器

晩成で、良き人生を過ごしていただき

たいですね。 

 

レビュー㊵ ☆☆☆☆☆ 

興味深い 

裏情報を知り得たという点では評価は

高い。しかし本来出すべき内容かはな

んとも。よって３． 

 

以上がアマゾンに寄せられたレビュ

ーである。受刑中の皆様はどう思いま

したか？このレビューをひたすらコピ

ペしながら受刑中の会員はこれを読ん

でどう思うんだろうかと考えた。なぜ

なら受刑者会員は累積で約500名にな

りそうな勢いですが、外国人はわずか

数名のみである。だから外国人として

共感できる人は少ないはずです。しか

し似たような幼少期を過ごした人も多

いはず。同じ日本人でもいじめや差別

があり、その被害にあわれた人も実に

多い。 

 その一方では受刑者の多くは否定さ

れて生きてきました。唯一自慢できる

のはそれでも俺は日本人であるところ

です。だから受刑者のほとんどは愛国

者と自負している。実に興味深い現象

である。 
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 ちなみにこの本は2021年1月27日

に出版しました。紙の媒体としては

16000冊も売れました。Amazonの暴力

団マフィアというジャンルの書籍とし

ては第1位になり、総合的なランキン

グでも一時は3000位台に躍り出て、

いまは少し落ち着きました。 

 気になる印税ですが、3％ですね。

あとはご自分で計算してください。 

 

 出版にあたり、新聞の全国紙から取

材を受けました。そして多方面の方か

ら励ましのメールや電話が殺到し、暖

かい言葉をいただきました。挑発して

きたメッセージは一つだけありまし

た。ご指摘を重く受け止めますと返事

しても、挑発をやめないので、どこか

で会いましょうか？と返したら、俺を

殺すのか？また刑務所に行くよといわ

れた。はいはい、お前が刑務所に行く

なよと返し、ついでに刑務所はお前み

たいな匿名でしかものを言えない姑息

な野郎が生き残れるところではないと

忠告しておいた。 

  

ネットの掲示板もスレを立てられた

ようで、予想通りのヤフコメで、言及

する必要もないかと思います。 

 

 刑務所によっては怒羅権が準指定暴

力団であることを理由に購入できても

閲読を制限されるかもしれません。一

方では私が出たフジテレビのザノンフ

ィクションを教育処遇日にわざわざ視

聴させた刑務所もあります。そこは刑

務所ごとの判断に委ねられるところで

一概に言えません。ただ作者として、

そしてほんにかえるプロジェクトの発

起人であり、もと受刑者としては更生

の参考になれたら幸いです。 

  

先日もSNSでもと受刑者仲間からメ

ッセージをいただきました。私が刑務

官で戦っていたことを話していて、懐

かしく受刑生活を思い出していまし

た。更生とは必ずしも施設の職員や刑

務官の言いなりになる必要はありませ

ん。更生は誰のためでもなく、私たち

自身のためであるというのが私の持論

です。 

 もっと言えば模範囚ほど再犯率は高

いという説もあります。本当に反省す

るよりも反省するふりをしたほうがは

るかに簡単だし、どうせ反省したかど

うかは外見ではわからないものです。 

 詳しくは岡本茂樹著の「反省させる

と犯罪者になります」をご購読くださ

い。 
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「かえるのうた」20号で提案しました

が、このたびホームページが完成した

ことで、YouTube またはホームページ

等のインターネット上で、投稿の公開

が具体化してきました。以下のように

行いますので、再度告知します。 

 

 ほんにかえるプロジェクトには多く

の受刑者からお手紙をいただいていま

す。手紙の中ではご自身の生い立ちを

書く方もいれば、今受けている理不尽

な扱いについて書く人もいます。社会

との接点が断たれた受刑者にとってほ

んにかえるプロジェクトは心情を吐露

できる貴重な存在になっています。 

今後は会員のリアルな心情を社会一般

の方達とも分かち合いたいと考えます。 

 

ほんにかえるプロジェクトは映像制

作のプロの協力を得まして、YouTube

に投稿できる運びになりました。今後

ホームページにもプリズン・ライター

ズのページを設けます。 
投稿内容としては以下のように考え

ていますが、特に内容を限定していま
せんので、参考までに。 
①過去の自分を捉え直す：なぜ犯罪に

至ったか？意志とは何か？環境がそう

させたのか？ 

②今の自分を客観的にとらえる:社会

に対しての敵意は残っているか？家族

に対してどう思っているか？事件に対

していまはどう考えているか？ 

③出所後について：生きがいはある

か？仕事をどう選択するか？ 

④更生とは何か:居住、生活、就職など

の順応、時間・金銭・健康をどう管理

するか？ 

⑤社会からの孤立をどう防ぐか:友達、

交際相手をどう作るか？ 
⑥自分を救うものは何か:セフティー
ネットとして行政、市民団体、宗教な
いし信仰心、家族友人知人のあり方。 
 
投稿原稿には「タイトル」を付けてい
ただけると助かります。 
 
受刑者からの手紙については本人の

承認がなければ匿名とします。個人を
特定するため、会員番号を掲載します。
採用した手紙の原本を画像として
YouTube、ホームページにアップし、見
やすいように活字テキストを加え、私
からのコメントも付け加える予定です。 
 採用した原稿への報酬も想定してい

ます。公開した原稿に対して、閲覧者

が寄付できるようなシステムを構築中

です。投稿に対する寄付があった場合

は本人にお渡しします。閲覧者のコメ

ントもお知らせします。 
  
投稿内容に制限はありません。ごく

日常的なものでも構いません。本の感
想、詩、俳句等も受け付けます。 
今回のレビューの感想、「怒羅権と私」

の感想なども歓迎です。 
発信したいことをどんどん発信して

いきましょう。会員であればどなたも
投稿できます。 
 
原稿は事務局の住所で、担当内山直

樹宛にお送りください。 

 プリズン・ライターズ 

募 集 
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 ほんにかえるプロジェクトは 2015

年に設立されてから、出所者の協力で

ホームページを一度作成したのですが、

予算がないため、維持できませんでし

た。この度、京都在住の小百合さんの

ご協力により、ほんにかえるプロジェ

クトのホームページが新たに作られた。 

https://www.honnikaeru.com/ 

 「ほんにかえるプロジェクトとは」

から始め、活動の詳細を写真入りで説

明することもできました。また受刑者

のご家族、友人からの入会資料請求の

方法も掲載していますので、大変便利

なものができました。小百合さんに感

謝を申し上げます。 

YouTube チャンネルも開設、現在は

汪楠が、逮捕から更生支援を始め、こ

れからを語るインタビュー映像が3本

公開されています。 

  

また汪楠が書いた「我的童年 私の生

い立ち」と「獄中書簡集」を各500円

で販売してきました。手作りでしたが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ネット印刷が大変安くなっていること

から、こちらもきちんと印刷製本した

ものを作り、販売開始の予定です。 

 

 「怒羅権と私」は1650円で市販され

ています。PJでも送料200円込み1850

円で販売しています。よかったら買っ

てください。ただし施設によっては閲

覧ができない可能性もありますので、

ご確認の上、ご購読ください。 

 個人的なことですが、コロナで失業

し、住むところも失ったので、事務局

のある江戸川区から隣の市川市に引っ

越します。受刑中の皆様も大変ですが、

私も大変、でも頑張るしかありません。

ともにこの困難を乗り越え、日常生活

を取り戻しましょう。 
 
 
 
 
 
 

発行所  
〒134-0003東京都江戸川区  

春江町5-15-31 
ほんにかえるプロジェクト事務局 

電話 080-8811-5465 

 

ホームページができました！ 

https://www.honnikaeru.com/

